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生成物 反応物 焼成温度（℃） 時間（h） 圧力 
(Sr2ZnO2)(Cu2S2) SrO, Zn, Cu,S 900 24 真空 
(Sr2ZnO2)(Cu2Se2) SrO, Zn, Cu,Se 900 24 真空 
(Ba3Sc2O5)(Cu2S2) Ba, BaO, Sc2O3, 
Cu, S 
700 12 真空 
(Ba3Y2O5)(Cu2Se2) Ba, BaO, Y2O3, 
Cu, Se 
700 12 真空 
(Sr3Sc2Cu2)(Se2O5) SrO, Sc2O3, 
Cu,Se 
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   3.-ii)  (Sr3Sc2Cu2)(Se2O5)の低温での発光測定  
(Sr3Sc2Cu2)(Se2O5)の発光スペクトルの温度依存性を図２に示す。波長 405 nm (3.06 eV)に発光を
観測した。低温になるにつれて、発光強度が増加していることがわかる。励起子は低温で安定に
なるため、低温で発光強度が増加する。また、ストリークカメラで測定した発光寿命は 20〜30 ps
であった。励起子発光は 1 ns 以下の高速の発光現象である。つまり本研究で狙った直接遷移型
の層状構造を作成し、発光を観測することに成功した。 
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